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	応用
	抗原情報
	背景
	この遺伝子は膜結合型糖タンパク質ファミリーのメンバーをコードしています。コードされているタンパク質は、消化管がんおよび膵臓がんにおいて増加する1型ルイス抗原を合成する可能性があります。この遺伝子には選択的スプライシングを受けた転写バリアントが観察されていますが、これらのバリアントの一部については全長が未解明です。[RefSeq提供、2013年7月],機能：コア3 O-結合型グリカンGlcNAc(beta1,3)GalNAc構造を優先的に利用して、GalをGlcNAcベースの受容体に転移する反応を触媒します。糖脂質LC3Cerを効率的な受容体として利用できます。,オンライン情報：β-1,3-ガラクトシルトランスフェラーゼ5,オンライン情報：GlycoGeneデータベース,経路：タンパク質修飾;タンパク質グリコシル化。,類似性：グリコシルトランスフェラーゼ31ファミリーに属する。,組織特異性：胃、空腸、結腸、膵臓、小腸、精巣、および消化管癌および膵臓癌細胞株で発現する。肺、肝臓、副腎、末梢血白血球ではほとんど検出されない。,
	研究分野
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	Jarkat細胞溶解液のウェスタンブロット分析、B3GT5ウサギポリクローナル抗体を1:1000に希釈し、4°で一晩

